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令和７年度 学力向上を図るための全体計画                     大田区立徳持小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導内容・指導方法 教  育  課  程 研究・研修の工夫 評 価 の 工 夫 地域や家庭との連携 

○学び合い、高め合う場面を設

定することで、主体的に学ぶ

意欲を高める。 

○教材研究の時間を確保し、指

導を工夫して、よりわかる授

業を行う。 

○習熟度別指導やドリルパー

ク、東京ベーシックドリルの

活用、など、個に応じた指導

の充実を図る。 

○体験学習・問題解決学習を取

り入れ、自ら課題を解決する

力を育成する。 

○読書指導や言語活動を充実

させ、各教科の基礎となる言

語力を育成する。 

○振替なし 1 日、あり２日の土

曜授業を年間３日実施し、学

力向上のための時数を確保す

る。 

○補習教室、基礎・基本の力を定

着させる。 

○読書月間、保護者による読み

聞かせなどにより、読書活動

を推進する。 

○全学年で外国語・外国語活動

を実施し、国際理解教育を推

進するとともに、言語に対す

る関心を高める。 

○校内研究を授業力向上の

場とする。全学年・専科教

員で分科会を組織して、

研究授業を行い、主体的・

対話的で深い学びを目指

した授業づくりを行う。

また、学び合い、高め合い

を重視した授業を行うこ

とができるようにする。 

○区の教育研究会の各部会

で授業研究を深めたり、外

部の研修に参加したりし

て、指導力を高める。 

○学習のねらいを明確にし、

１時間ごとの評価を生かし

て学力の定着に努める。 

○学校公開での保護者アン

ケート、外部評価などによ

り、授業改善を行う。 

○学習効果測定の個人票を

基に、学習の定着状況を振

り返らせ、目標に向けて学

習計画を見直すことがで

きるように支援する。 

 

○「徳持スタンダード」を配

布し、家庭と協力して生活

の基礎・基本の定着のため

に取り組む。 

○国際理解、健康、キャリ

ア、環境教育、地域学習な

ど、地域の協力による体験

や交流により学びを広げ

る。 

○徳持応援団（学校運営協

議会）により、地域の人材

を活用し、地域の教育力を

組織化し、教育活動をさら

に充実させる。 

 

各 教 科 の 指 導 の 重 点 

国 語 
各教科学習の基礎となる言語力の育成を図る。「話す・聞く姿勢」を徹底させ、話し合う力を

育てる。また、読書活動を推進し、読む力を伸ばす。 

社 会 
資料から必要な情報を集めて読み取り、社会的事象の意味等を解釈し、自分の考えをもつこ

とで、他視点で公正に判断する能力や態度を養い、社会形成に参画する資質を育成する。 

算 数 
数や図形の感覚を育てるために算数的活動を多く取り入れる。基礎的・基本的な内容の確実

な定着を図るために、発達や学年の段階に応じたステップ学習による指導を充実させる。 

理 科 
自然に親しみ、見通しをもって観察、実験などを行い、問題解決の能力をつける。自然の事

物・現象についての実感を伴った理解を図り、科学的な見方や考え方を養う。 

生 活 
言語活動などを通して、人とかかわる楽しさが分かり、進んで交流できるようにする。活動

や体験したことを言葉や絵で表す表現活動を一層重視する。 

音 楽 
リズム、旋律、ハーモニーを大切にした学習を展開し、基本的な楽器の奏法や発声ができる

ようにする。 

図 工 
絵の具、道具や工具等の基本的な扱い方を基礎力として身に付け、自分の思いを自由に表現

できるようにする。 

家 庭 
家庭生活の基礎となる生活技能を、体験活動を通して学ぶ。自らの課題達成のために進んで

調べ、手順を考えたり、よりよく工夫したりできるようにする。 

体 育 
体つくり運動などで基本的な動きや柔軟性を身に付ける。また、運動量を確保するとともに

自らめあてをもち、励まし、学び合いながら学習できるようにする。 

外国語 
コミュニケーションの目的や場面を意識して活動を行う。英語の音声や語彙、表現などの知

識を実際のコミュニケーションにおいて活用する学習の充実を図る。 

学校・地域の実態や願いなど 

児童の実態 

本校の教職員の願い 

家庭・地域の実態 

保護者の願い 

教育関係法規など 

日本国憲法 

教育基本法 

学校教育法 

学習指導要領 

教育委員会の教育目標 

東京都教育ビジョン 

おおた教育ビジョン 

学校経営方針（学力向上に関わる重点） 

授業力向上の目指し、学び合い、高め合う授業の実

践により、子供たちの思考力・判断力・表現力を育

成する。 

○主体的に学ぶ意欲の向上。 

○基礎的、基本的な知識・技能の定着。 

○課題解決に必要な思考力・判断力・表現力の育 

成。 

・算数習熟度別指導の充実 

・補習教室の実施 

・校内研究の充実 

・地域の教育力の導入 総合的な学習の時間の指導の重点 

〇自ら課題を見付け、自ら学び考え、判断

し、解決する能力、態度を育成する。 

〇学び方やものの考え方を身に付け、探究

活動等に主体的に取り組み、自己の生き

方を考えることができる態度を養う。 

〇自然体験、ボランティア体験などを通し

て、自らを生かし、望ましい人間関係を

育てる。 

○情報や環境など、新しい社会的課題に気

付き、積極的に関わろうとする意欲を育

てる。 

特色ある教育活動や豊かな体験活動にお

ける指導の重点 

○ 郷土の特色(池上地区の特色)を活用し

た学習を通して、身近な地域への関心

を高める。 

○地域の人との交流を通して、人間尊重

の精神や思いやりの心を育てる。 

人間関係や環境の整備、生活指

導、生活全般における指導の重点 

〇「徳持スタンダード」の徹底に

より、学校のきまりを理解し、

基本的な生活習慣が定着でき

るようにする。 

〇相手の立場を思いやる心を育

て、望ましい人間関係を育て

る。 

〇安全な環境を整備するととも

に正しい言語環境、信頼し合う

人間関係を育てる。 

○学校カウンセラーと連携・協力

し教育相談の充実を図る。 

特別活動の指導の重点 

○望ましい集団活動を通して、心身の調和

のとれた発達と個性の伸長を図る。 

○集団の一員としての自覚を深め、協力し

てよりよい生活を築こうとする自主的、

実践的な態度を育てる。 

家庭、地域社会、他の学校や関連機関との

連携 

〇家庭と協力して基本的生活習慣を身に

付けさせる。 

○地域の人々の協力を生かした教育活動

を積極的に行う。 

校内研究  

自分の考えや気持ちを豊かに表現できる児童の

育成 

～共感的に聞き合うことを大切に～ 
【目指す児童像】  

低学年：くわしく自分の考えや気持ちを表現できる児童 

中学年：相手意識をもって自分の考えや気持ちを表現できる児童 

高学年：相手の考えを理解し、自分の考えや気持ちにいかして表 

現できる児童 

学校の教育目標 
○考える子 ○やさしい子 ○つよい子 
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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

・校内平均正答率は 5・６年生において基礎・活用ともに目標値を上回った。 

・漢字の読み・書きの項目では６年生が目標値、区平均を上回っている。 

・４年生においては国語辞典の使い方を正しく理解し、教科横断的に様々な場面で活用できているため、目標

値を上回り、全国正答率も大きく上回った。 

（２）課題 

・「知識・技能」の中でも特に言葉の領域では、４，５学年において正答率が低いことから、漢字学習におい

て工夫した授業の進め方をしたり、個別指導を工夫したりするなどして基礎・基本の定着を図る必要がある。 

・「思考・判断・表現」の資質・能力を伸ばすために、課題に対して自分の考えをまとめる活動を増やしてい

く。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１）達成率（経年変化） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 令和４年度結果 

第

４

学

年 

・校内平均正答率の「活

用」が目標値を上回っ

ている。「基礎」は０．

６％低い。 

・校内平均正答率の「基

礎」 

 「活用」ともに目標値を

上回っている。 

・校内平均正答率の「基

礎」「活用」ともに、目

標値を上回っている。 

・校内平均正答率が、基

礎、活用ともに目標値

を上回った。 

第

５

学

年 

・校内平均正答率の「基

礎」「活用」ともに目標

値を上回っている。 

・校内平均正答率の「基

礎」「活用」ともに目標

値を上回っている。 

・校内平均正答率の「基

礎」「活用」ともに、目

標値を上回っている。 

・「基礎」の校内平均正答

率は、目標値と区平均

値を上回っている。 

第

６

学

年 

・校内平均正答率の「基

礎」「活用」ともに目標

値を上回っている。 

・校内平均正答率の「基

礎」「活用」ともに目標

値を上回っている。 

・校内平均正答率が、基

礎、活用ともに目標値

を上回った。 

・基礎、活用共には目標

値を上回っているが、

区平均正答率は下回っ

ている。 

（２）分析（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中

学

年 

第

４

学

年 

・基礎的な学習の定着に課題が

あり、言語活動・漢字の内容を

中心に正答率が下がる。 

・「活用」の内容に関しては校内

平均正答率が、目標値を上回っ

た。 

・主語と述語の関係についての

理解が低い。 

・校内平均正答率が、おおむね目

標値を上回った。 

・「読むこと」の領域で、説明文

の内容に関しては内容を十分

に読み取ることができている。 

・「話合い」の項目について、目

的や役割については理解して

いるが、自分の考えをまとめる

点について全国正答率から

５％低い。 

・漢字の問題と、最後の大問の無

回答が２０％前後いる。漢字が

分からなくて問題を飛ばして

いる傾向にある。また、時間内

に問題の最後まで到達してい

ない児童がいることが分かっ

た。 

高

学

年 

第

５

学

年 

・観点別正答率では、校内平均正

答率が、目標値、全国平均正答

率ともに上回っている。 

・漢字の書きの項目の正答率が

目標値より２.４ポイント低

い。 

 

・話し合いの内容を聞き取る、物

語の内容を読み取る面では、正

答率が高い。 

・調べたことをもとに文章を書

くこと苦手な傾向がある。 

・校内平均正答率は、目標値と全

国平均正答率を上回っている

が、区平均正答率より下回って

いる。 

・指定された長さで文章を書く

ことに苦手意識が見られ、無回

答もある。 

第

６

学

年 

・観点別正答率では、校内平均

正答率が、目標値、全国平均

正答率ともに上回っている。 

・漢字の読み・書きの項目では

いずれも目標値、区平均を上

回っている。                                                                                                                                     

・観点別正答率では、校内平均

正答率が、目標値、全国平均

正答率ともに上回っている。 

 

・観点別正答率では、校内平均

正答率が、目標値、全国平均

正答率ともに上回っている。 

 

国 語 科 
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３ 授業改善のポイント（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

低

学

年 

第

１

学

年 

・基本的な話すこと、聞くことの

力を身に付けさせる。そのた

め、目標とする話し方・聞き方

を提示し、朝学習や授業の時間

に活用する。また、言葉の意味

を動作化したり具体物を提示

したりして説明する。 

・物語や説明文などの内容を正

しく読み取る。そのために、繰

り返し様々な読み方で音読を

させる。 

・タブレットを活用したり、言葉

集めやしりとりを行ったりす

ることを通して、語彙を増や

し、学習の基本となるひらが

な・がたかな・漢字の正しい書

き順を身に付けさせる。  

・段階的に、ペア、グループ、全

体での交流や発表を行うこと

で、安心して活動に取り組むこ

とができるようにする。 

・自分の考えを言葉で表現でき

るようにする。そのために、必

要に応じ話型を掲示して自分

の考えをまとめやすくする。 

・自分の考えをもって対話をす

ることで、互いに感想を伝え合

い、考えを共感できるようにす

る。 

・対話をもとに話し合い活動の

機会を設ける。 

・児童が必要感をもって活動に

取り組むことができるように

課題設定を行う。 

・読書が楽しいと感じられるよ

うに、図書の時間に読書学習司

書による読み聞かせを行う。ま

た学習単元に関係する内容の

本を集め、並行読書を行い、読

書の楽しさを実感できるよう

にする。 

・学習したことを他教科や生活

に活かせるように各単元で他

教科と横断的な指導ができる

ように指導計画を立てる。 

第

２

学

年 

・語彙を増やし、活用することが

できるようにするために、読書

の習慣を付けたり、教科書「こ

とばのたからばこ」を活用す

る。 

・正しい漢字の書き方を定着さ

せるために、小テストや漢字ド

リルを計画的に活用し、繰り返

し取り組む。 

・文章表現をする上での基本を

丁寧に指導する。 

・音読の習慣をつけ、様々な詩や

文章表現に触れる機会を作る。 

 

・「順序を表す言葉」を使って、

自分の体験したことや気持ち

を分かりやすく表現する習慣

を付ける。 

・友達の考えを聞き、自分の考え

や質問、感想を伝えられるよう

に話型を提示したり、良い手本

を示したりする。 

・伝えたい事柄や相手に応じて、

声の大きさや速さを工夫する

習慣を付ける。 

・読む人に自分の思いや考えが

明確に伝わるように、順序を考

えて書いたり、簡単な構成を考

えたりできるようにする。 

・相手意識・目的意識がもてるよ

うな単元のゴールを設定する。 

・読書に関心がもてるように、図

書の時間に読み聞かせをした

り、学級での読書時間を作った

りし、感想を伝え合う時間を設

ける。 

 

・自分の気持ちや思いを表現す

る活動を多く設定し、日常活動

として取り入れる。 

・学習したことを他教科に生か

せるように各単元で横断的な

指導ができるように指導計画

を立てる。 

中

学

年 

第

３

学

年 

・新出漢字を学習する際には、書

き方や漢字の音訓、活用例を確

認し、繰り返し書くことで定着

を図る。 

・主語述語、指示語、修飾語、漢

字の音訓について反復練習を

行い、理解を深める。 

・国語辞典で調べる活動やこと

わざ故事成語を調べる活動を

通して、言葉への興味を高め、

語彙を広げる。 

 

・物語の場面構成や重要な語句

を明確に提示し、そこから読解

できる内容を具体的に示して、

想像して書く・説明する方法を

理解できるようにする。 

・はじめ・中・終わりの文章構成、

説明の仕方の具体例を提示し、

書き方を共有することで相手

に伝わりやすい文章が書くこ

とができるようにする。 

・学習課題や学習計画を児童と

共に立てる。 

・図書の時間や読書週間を活用

し、学年にふさわしい本や幅広

い分野の本に親しむことがで

きるようにする。 

・質問の仕方、話し合い方の話型

を提示し、進行にそって話し合

う能力を身に付けさせる。 

中

学

年 

第

４

学

年 

・毎日の漢字学習、漢字小テスト

を実施し、繰り返し書くことで

定着を図る。 

・漢字や主語・述語の理解など基

礎・基本の定着に向けて、合計

週に１時間以上取り組む。 

・自分の考えをまとめ、ノートに

書いたり話したりする場面を

増やす。 

・自分の考えをまとめるために、

それまでの情報や経緯を理解

する必要があるため、理解でき

ているかを丁寧に確認しなが

ら指導を進めていく。段落相互

の関係に注意して文章を書く

ことができるよう指導する。

「はじめ・中・終わり」の文章

構成を意識して書くことがで

きるようにする。 

 

・話を聞く時に話す人の方を向

くことを徹底し、聞く姿勢を身

に付けさせる。 

・文を書くことへの意識を高め

るために、定期的に文章を書く

習慣を付ける。 
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  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

高

学

年 

第

５

学

年 

・新出漢字を学ぶときに、書き順

や熟語などを確認する。 

・漢字ノートに練習するときは、

その漢字の熟語も確実に書き

取りする。 

・特に説明的文章の読み方を丁

寧に指導し、誤読なく文章を読

めるようにする。 

・自分の考えや筆者の考えをま

とめるときに、文字数や文章の

長さを指定して書かせるよう

にする。 

・比較的短い話を要約する学習

を多く取り入れ、長期的に書く

力を育む。 

・文章を書くときは、語尾や接続

詞などに気を付けさせる。 

・文章を書かせる機会を増や

す。 
・単元の最後には、できるように

なったことやもっと知りたい

ことなど、意欲的に学習に取り

組めるように振り返りをさせ

る。 

・自分の意見を明確にして相手

に伝える機会を増やす。 

高

学

年 

第

６

学

年 

・漢字の「読み」「書き」の練習、

漢字小テストでの反復練習を

引き続き行う。また、国語科で

の書く活動、他教科での学習に

おいても漢字の「読み」「書き」

を意識して指導を行い、児童が

より実践的に漢字を活用でき

るようにする。 

・物語を読む際には、叙述を基に

登場人物の気持ちや考えを読

み取ることができるように、下

線を引いて文章を読むように

させる。 

・考えを交流する時間に重点を

置き、自分の言葉で説明する経

験を積ませる。 

・文章を書くことに対する苦手

意識を取り除くため、文章を書

く際の構文を示し、型に当ては

めて書く練習を行う。 

・国語以外の教科においても、学

習のまとめの時間を有効に活

用し、書くことの経験を増や

す。 
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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

・４年生では、資料から必要な情報を読み取る力が高まった。学習で用いる資料を意図的に選定したことで、

児童が興味関心をもってじっくり資料と向き合うことができ、力を伸ばしたと考える。 

・５年生では、調べて考えた事をノートやプリントにまとめたり文章表現したりすることで知識が定着した。

資料から学習課題に沿った内容を読み取る活動を繰り返し行うことで、適切な資料を選び内容を判断する

ことができるようになった。 

 ・６年生においては、写真、図、グラフなどの資料から学習課題に沿った内容を読み取る活動を繰り返し行

った。友達との考えの交流を行ったことで自分の考えをもつことができた。 

（２）課題 

・引き続き各種の資料を的確に読み取る活動を重ね、知識の定着を図ると共に、児童が事実を比較・関連さ

せて自分の考えをもてるよう、問題解決的な学習を充実させる。 

・自分の学び方を振り返る機会をつくり、学習の仕方に見通しや自信をもてるように助言や支援を行う。 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１）達成率（経年変化） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第

４

学

年 

・校内正答率は、基礎問題は２１

問中５問、目標値を下回った。

活用問題はほぼ目標値を上回っ

た。 

・校内正答率は、基礎、活用とも

に目標値を下回った。 

・校内正答率は、目標値を若干下

回った。基礎は目標値を下回っ

たが、活用では上回った。 

第

５

学

年 

・校内正答率の「基礎」は、目標

値や区平均正答率、全国平均正

答率を上回っている。「活用」

は区平均、全国平均を下回っ

た。 

・校内正答率は、基礎問題１７問

中１２問が目標値を下回った。 

・校内平均正答率は、基礎、活用

どちらにおいても、目標値を上

回った。 

第

６

学

年 

・校内平均正答率は、「基礎」「活

用」ともに目標値を上回ってい

る。 

・校内平均正答率は、「基礎」「活

用」ともに目標値を若干下回っ

ている。 

・校内平均正答率は、教科全体、

基礎、活用共に目標値を若干下

回っている。 

（２）分析（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中

学

年 

第

４

学

年 

・いくつかの問題で目標値を大

幅に下回っている。 

 複数の資料から情報を取り出

し総合する力が弱い。また、く

らしのうつりかわりの理解が

低かった。 

・社会事象について、一つの資料

から判断したり、考えを表現し

たりする力は伸びている。 

 

・資料に着目しながら、社会的事

象と自らの生活について関連

付けて選択・判断することが苦

手である。 

高

学

年 

第

５

学

年 

・適切な資料を選び取り判断す

る力が弱く、また自分たちの身

の回りの問題と関連させたり

することも難しい。 

・八方位の理解が浅く、地図の読

み取りが甘い。 

 

・社会的事象の共通点や差異点

を整理し、自分の考えについて

根拠を明確に表現することが

苦手である。 

・資料を基に意見をもち、工夫に

ついて考えることが苦手であ

る。 

・社会的事象から、実体験や今後

起こりうる事象の可能性を考

え、親近感や切実感、必要観を

もって調べ学習を行う経験が

不十分である。 

・社会的事象について調べ、新た

な課題や発展のための取り組

みについて考える経験が不十

分である。 

第

６

学

年 

・「日本の食料生産」の項目では

目標値を５ポイント以上上回

っている。 

・「日本の国土と人々のくらし」

の項目において目標値を下回

っている。 

・目標値を３ポイント上回って

いる。 

・理解したことをもとに、情報

を整理し、自分の考えを表現

することが苦手である。 

・知識を習得するにとどまり、

そこから予想を立てたり、新

たな課題意識をもったりする

ことが苦手である。 

社 会 科 社 会 科 
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３ 授業改善のポイント（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中

学

年 

第

３

学

年 

・資料や地図帳から情報を読み

取る活動を繰り返し行い、地

図の見方に慣れ、正確に読み

取れるようにする。 

・白地図への書き込み作業や年

表づくりに取り組み、知識の

定着を図る。 

・ＩＣＴ機器や思考ツールを活

用して、児童が自分の考えを

表現できるようにする。 

・問題解決的な学習過程を各単

元で繰り返し行い、社会的事

象の意味を捉えて表現する

力を育てる。 

・単元の導入では、児童の興味

関心が高まるような資料提

示を行い、学習問題づくりに

つなげる。 

・単元を通して目的意識をもっ

て意欲的に学習できるよう

な学習問題を児童と設定す

る。また児童とともに学習計

画を立てて毎時間のゴール

を明確にする。 

・毎時間の振り返りの時間を大

切にする。 

 第

４

学

年 

・学習問題を意識して、社会的

な見方・考え方を働かせ、グ

ラフや表などの資料から必

要な内容を読み取る活動を

積み重ねていく。 

・社会的事象の特色や相互の関

連、意味を考えさせ、その解

決に向けて関わり方を選択・

判断する力、表現する力を養

う。 

・ＩＣＴ機器を活用したり、プ

リントやノートにまとめた

りすることを通して、自らの

考えをまとめる活動を取り

入れる。 

・単元を通して高い関心をもち

続けられるよう、魅力ある資

料を用い、問題解決型の学習

を展開していく。また、児童

と学習計画を立て、毎時間の

学習課題に沿って調べ、自分

の考えを表現することがで

きたか、自己評価する機会を

つくる。 

 

高

学

年 

第

５

学

年 

・全体の傾向として資料をもと

に判断する能力が低いため、

学習問題を意識して、社会的

な見方・考え方を働かせ、グ

ラフや表などの資料から必

要な内容を読み取る活動を

積み重ねていく。 

・地図帳を活用し、地名や都市

名など、既習内容を復習する

学習活動を取り入れ、４７都

道府県の位置や八方位など

基本的な知識の定着を図る。 

・資料から読み取った事実に基

づいた、明確な根拠のある自

らの考えや工夫を表現する

機会を増やす。 

・一人一人が自分の考えをも

ち、友達との交流や話し合い

によって、自らの考えを広げ

たり、深めたりすることがで

きる学習展開を計画する。 

・社会的事象と自らの生活と関

連付け、その目的や意義を考

えたり、自分たちにできる取

り組みについて考えたりす

る活動を取り入れる。 

・学習問題について予想をも

ち、学習計画に基づいて見通

しをもって調べる学習活動

について、自己評価していく

ことで、主体的な態度を育て

る。 

第

６

学

年 

・知識の定着を図るため、既習

事項との関連付けを意識し

た授業を展開する。 

・ＩＣＴ機器や資料集を活用

し、視覚的に理解できる機会

を増やし、学習内容の定着を

図る。 

・視点を明確にした資料の読み

取りや、自分の考えを表現す

ることができるような授業

を展開する。 

・毎時間のポイントとなる事柄

については共通理解を図り、

それに対する自分の考えを

学習のまとめの際に記述さ

せる。 

・授業の導入では自分事として

捉えられるような視点を与

え、学習問題について予想し

主体的に学習計画を立てる

活動を取り入れる。 

・資料から読み取ったことをも

とに友達と交流し、多面的・

多角的な考え方に触れるこ

とができるような授業を展

開する。 

・自分の学習の仕方を振り返る

機会をつくる。 
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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

 ・ICTの普及により、自分の習熟度に応じて学習課題を選択することができ、個別最適な学びが実現してい

る。 

 ・ドリルパークの活用により、児童自身の学習への理解度の把握がしやすくなった。 

（２）課題 

 ・表現の仕方が広がったことにより、既習事項を活用して自分の考えを、友達にわかるように表現する力を

身に付けさせる工夫をする必要がある。 

・学習効果測定の結果から、一部の児童で計算技能や基本的な図形認識、基礎的事項が不十分であり、発展

的な学びへ足がかりを築く上で支障となっている。そのため、日常的な復習や補充問題の工夫、継続的な

習熟度の確認が必要である。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１）達成率（経年変化） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第

４

学

年 

・校内正答率は、基礎・活用とも

に、目標値を下回った。 

・校内正当率は、基礎・活用とも

に目標値を上回った。 

・校内正答率は、基礎・活用とも

に目標値を上回ったが、前年度に

比べて少し下がった。・校内正当

率は、基礎・活用ともに目標値を

上回った。 

第

５

学

年 

・校内正答率は、基礎・活用とも

に、目標値を上回った。 

校内正答率は、基礎・活用ともに、

目標値を上回った。 

・基礎については、目標値を下回

った。しかし、活用は目標値を上

回った。 

第

６

学

年 

・校内正答率は、「基礎」「活用」と

もに目標値を上回った。 

・校内正答率は、基礎・活用とも

に目標値を上回った。 

・活用については、目標値を上回

った。基礎は目標値を下回っ

た。 

・校内正答率は、基礎・活用とも

に目標値を上回った。 

（２）分析（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中

学

年 

第

４

学

年 

・かけ算の筆算に出てくる数の

意味について理解が高い。 

・３けた＋４けた、３けた－３け

たの誤答が見られた。 

・わり算の文章問題が苦手な傾

向にある。 

・□を使った文章問題を表した

図の構造の理解が乏しい。 

・乗法の結合法則について理解

している。 

・校内平均正答率は、目標値を下

回った。 

・かけ算とぼうグラフの読みと

りの力は高い。 

 

高

学

年 

第

５

学

年 

・折れ線グラフの読みとりや長

方形の面積の求め方、簡単な場

合についての割合については

理解をしている。 

・小数のしくみや分度器のめも

りの読み方についての理解が

弱い。 

・様々な形の性質や作図をする

ことが難しい。 

・折れ線グラフと表を読み取る

ことに難しさを感じている。 

・仮分数、帯分数の大小の比較が

分かっている。 

・身近なものの面積の見当をつ

けることができる。また、複合

図形の面積の求め方を理解し

ている。 

・折れ線グラフでは、１目盛りが

いくつを表しているのかに注

目して読み取る力が弱い。 

・１組の三角定規を組み合わせ

てできる角の大きさの求め方

の説明が弱い。 

・校内平均正答率が、目標値を上

回った。 

・四則の混じった計算やひし形 

の作図が苦手である。 

・表に表したり、グラフを正しく

読み取ったりすることに難し

さを感じている児童が多くい

る。様々なグラフや表を書いた

り読んだりする経験をたくさ

ん積む必要がある。 

 

算 数 科 
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第

６

学

年 

・目標値を４ポイント以上、上

回っている。 

・奇数、偶数、公倍数、公約数

など、整数の仲間分けについ

ては目標値を下回っている。 

・小数と分数の計算については

理解を深めている。 

・小数の計算や割合の求め方が

苦手である。 

・目標値とは同等、全国平均よ

り３ポイント上回っている。 

・文章題を読み取り、正しい式

を選択したり、立式したりす

ることが苦手である。 

・資料を読み取ったり、読み取

ったことを説明したりするこ

とが苦手である。 

・習得した知識をもとに自信を

もって学習に取り組むことが

できている児童が多い。 

・自分の考えを言語化して説明

することが苦手な児童が多

い。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

低

学

年 

 

第

１

学

年 

・たし算やひき算の計算力を定

着させるために、練習時間を

十分に確保する。フラッシュ

カードを使って全体で繰り

返し練習する。計算カード・

タブレットドリルを使って

個別に反復練習を行う。 

・計算の意味がよく理解できる

ようにブロックを使い、具体

的な操作活動の時間を十分

に取る。 

・対話や全体での話し合い等授

業の中で自分の考えを説明

する機会を設定する。 

・考えの根拠を明確にして、分

かりやすく伝えられるよう

に、図・具体物の操作を用い

て説明する場面を設定する。 

・学習意欲をもたせるために、

身近な日常生活の場面や、具

体物などを問題の題材とし

て取り上げる。 

・学習を振り返る時間をもつこ

とで、学習内容を確かめ、理

解を定着できるようにする。 

第

２

学

年 

・計算カードやプリント、ドリ

ル、タブレットのアプリなど

を活用して、繰り返し練習し

て定着を図る。 

・時刻や時間、長さやかさなど

の様々な単位を使用する学

習については、国語や生活な

ど他教科の学習や日常の中

で、取り上げていく。 

・習熟度別のクラス分けを行う

ことで、児童の実態に合った

個別最適な学習ができるよ

うにする。 

・自分の考えを、根拠を明確に

し、図・絵、言葉 ICT を利用

して説明する機会を増やし、

考えを深める。 

・文章題では演算決定のキーワ

ードに着目させ、そこから立

式できるよう声掛けをする。 

 

・ｄL マスや 30cm 物差しな

ど具体物を活用したり、ICT

による操作活動を行ったり

して単元の学習に興味関心

がもてるようにする。 

 

中

学

年 

第

３

学

年 

・四則計算を継続して反復練習

をし、正確に早く解けるよう

定着を図る。 

・毎時間の授業の初めに復習を

し、既習事項を活用して学習

に取り組めるようにする。 

 

・問題の場面を想起させて聞か

れている内容をしっかり把

握し、必要な情報を取り出し

て立式し、計算できるように

する。 

 

・見通しを持って学習に取り組

ませるために、今日のめあて

を意識させる。 

 

第

４

学

年 

・整数や小数・分数の意味と表

し方について理解し、数直線

上の分数の関係を理解でき

るようにする。 

・ある時刻と時刻の間の時間を

正しく理解できるようにす

る。 

 

 

 

 

 

・わり算の文章問題に取り組

み、余りの処理をして正しい

答えを求める力を育む。 

・意見交流の場をつくり、他者

との教えあいから、自分の考

えの幅を広げる活動を増や

す。 

・学習の振り返りの時間に、学

習課題を多面的に捉え検討

させ、より良いものを求めよ

うとする態度を養う。 

・授業のはじめに前時の復習を

して次の学習に活用しよう

としたりする態度を養う。 
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  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

高

学

年 

 

第

５

学

年 

・テストの直しを一人一人確認

し、間違いを一緒に確認する

時間を設ける。 

・テスト直しの時間で復習プリ

ントを行い、知識の定着を図

る。 

・ドリルパークを始め、タブレ

ットを有効に活用し、既習事

項の確かめをさせる。 

・億や兆、概数の表し方や作図な

どの基礎・基本的な問題に授

業の始めなどに継続的に取

り組む。 

・少人数習熟度別学習の利点を

生かし、補習が必要な児童に

対して単元末テストの直前

等に補習を行う。 

・既習事項に立ち戻り、そこか

ら自分の考えをもたせられ

るような授業展開を考える。 

・友達の考えを聞いて、自らの

考えに立ち返る時間も確保

する。 

・オープンエンドの問題に取り

組む際、自分の考えに根拠をも

って説明できるようにＩＣＴ

を活用したり、適当な算数用語

を示したりする。 

  

・導入を工夫し、前時の復習を

行うことで、既習事項を活用

して問題を解くことができ

る楽しさを実感させ、児童の

興味関心を引くようにする。 

・学習したことを身の回りや、

他教科の授業で生かすこと

ができるようにする。 

・振り返りを適宜行い、自らの

学習状況を把握し、次の時間

に生かすことができるよう

にする。 

・振り返りの観点をしっかりと

定着させることで、自らの学

習状況にあった学習を取り

組む手立てとする。 

・間違えた問題を繰り返し解い

たり問題を様々な方法で解

いたりして、粘り強く学習に

取り組ませる。 

第

６

学

年 

・テストの直しを一人一人確認

し、間違いを一緒に確認する

時間を設ける。 

・テスト直しの時間で復習プリ

ントを行い、知識の定着を図

る。 

・用語や公式を確実に用いるこ

とができるように掲示した

り、繰り返し確認したりす

る。 

・毎時間の導入で、既習事項の

復習を行い、継続的に学習内

容を活用できるような授業

を展開する。 

・文章題への理解を深めるた

め、色分けをしたり、図で

理解したりしながら「全

体」「割合」「もとにする

量」「比べられる量」などを

把握できるようにする。 

・「わられる数」「わる数」

「商」などの単位に着目

し、問題の意図を理解でき

るような授業を展開する。 

・自分の考えを図や言葉、式

で表し、言語化する活動を

多く取り入れる 

・自分の考えを友達に説明した

り、自分の考えに自信を付け

たりできるような学習活動

を設定する。 

・授業の導入では前時の復習を

行い、既習事項を活用しなが

ら、学習に取り組むことがで

きるような授業を展開する。 
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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

・一部児童は、実験観察を通して、科学的事象の一般化だけでなく、次に疑問につながる考察ができるよう

になってきている。 

 ・実験、観察に意欲的に参加する児童が多い。理科室利用の約束事や実験中の安全管理も身に付いている。 

 ・実験動画やスライド資料の活用により、現象の予測や確認がしやすくなり、理科的概念への理解が深まっ

た。 

（２）課題 

 ・基礎的な学力が身に付いていない。学習過程をユニバーサルデザイン化し、各学年で働かせるべき理科的

な考え方と基礎的な知識の定着を図る。 

・科学的事象の因果関係や理科的な用語等の理解・定着を図ること。特に抽象的な内容において、ノート整

理や言語化に課題を抱える児童もいるため、指導の個別最適化が必要である。 

 ・実験・観察で結果として認識したことと学習としてのつながり、学習内容と生活場面でのつながりが希薄

であること。単元の導入や実験・観察やまとめの場面で、日常生活とのつながりを意識した授業づくりを

する。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１）達成率（経年変化） 

 令和７年度結果 令和６年度結果 令和５年度結果 

第

４

学

年 

・校内平均正答率が、「基礎」 

「活用」ともに目標値と全国平均

正答率に近かった。 

・校内平均正答率が、「基礎」 

「活用」ともに目標値と区平均正

答率より下回った。 

 

第

５

学

年 

・校内平均正答率が、「基礎」 

「活用」ともに目標値と区平均正

答率より下回った。 

・校内平均正答率が、基礎、活用と

もに目標値と区平均正答率を下

回った。 

・校内平均正答率が、基礎、活用と

もに目標値を下回った。 

第

６

学

年 

・校内平均正答率が、「基礎」「活

用」ともに目標値と全国平均正

答率に近かった。 

・校内平均正答率が、「基礎」「活

用」ともに目標値と全国平均正

答率を下回った。 

・校内平均正答率が、基礎、活用と

もに目標値と区平均正答率を下

回った。 

 

（２）分析（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中

学

年 

第

４

学

年 

・物質・エネルギーに関する問題

の理解が低い。 

・観察カードの記入の仕方、方位

磁針の使い方の理解が低い。 

・「磁石の性質」についての理解

が低く、実験の方法からどのよ

うな問題を見出したかを推測

することが難しい。 

・実験方法からなぜこの結果に

なったのか記述する問題では、

無回答が多い。 

高

学

年 

第

５

学

年 

・「電気のはたらき」では、乾電

池のつなぎ方と電力の大きさ

の関係についての理解が低い。 

・「月と星」では、星の見え方や

位置、明るさ、星座早見表の使

い方について理解が低い。 

・「物の体積と温度」について空

気を温めたときの体積の変化

について、根拠をもとに正しく

説明することが難しい。 

・「電気のはたらき」では、モー

ターの回る向きを変える方法

について考えることが難しい。 

・理由を説明したり、推測したり

する問題の無回答が目立つ。 

 

第

６

学

年 

・「天気の変化」についての理解

が低い。 

・「物のとけ方」では、水溶液を

見分ける方法について考える

ことが難しい。 

・実験方法の妥当性について、

理由を明確にして説明するこ

とに苦手意識がある。 

 

 

理 科 
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３ 授業改善のポイント（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中

学

年 

第

３

学

年 

・キーワードを使ってまとめる

活動を取り入れ、用語の理解と

定着を図る。 

・科学的な因果関係に着目して

考えたり、言葉で説明したりする

活動を充実させる。 

・生活場面との関連を意識した

導入、まとめを意識する。 

・実験、観察で本物を見せる機会

をできるだけ多く設ける。 

第

４

学

年 

・実験は日常生活と関連付けな

がら、実感を伴うようにする。 

・実験だけでは理解しにくい内

容は、動画などの資料を提示す

る。 

・予想や結果から分かったこと、

考察を個人で考える時間を充

分にとる。 

・結果から分かったことや考察

をペアやグループで共有し、考

えを深める活動を行う。 

・こどもたちにとって身近な事

物・事象に関わる活動を多く取

り入れる。 

・既習の学習と結び付けて、そこ

からどのように変化していく

かを問うことで興味・関心をひ

くようにする。 

高

学

年 

第

５

学

年 

・実験や観察で、正しく記録する

方法を指導する。 

・できるだけ多くの本物に触れ

させる授業を展開する。 

・用語を正しく指導する。 

・既習事項を生かして予想させ

る。また、単元のまとめに、分

かったことのまとめを作成す

る。 

・生活と結びつくような体験的

な学習活動を多く取り入れる。 

・分かったことや気になること

などを探求できる時間を設け

る。 

第

６

学

年 

・具体物やＩＣＴ機器を用いて、

視覚的に理解できる授業を展

開する。 

・用語を正しく理解し、覚え、使

えるように、関連する学習で既

習の内容について確認する。 

・実生活での経験を基に予想を

立て、条件制御の考え方を使っ

て、解決の方法を考えさせる。 

・得られた結果から考察すると

きには、予想に対して、問題に

対する答えなどの視点を与え、

適切に考えられるようにする。 

・導入時に日常生活と結び付け、

科学的事象に興味をもたせる

ようにする。 

・得られた結果から考察する際、

友だちと考えを交流し理解を

深める場面を増やす。 
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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

どの学年も口をしっかりと動かして発音する努力をしており、繰り返し練習することで正しい音を出してき

ている。また、高学年はフォニックス（英語の文字と音の関係性を学ぶ学習法）によって単語の読み方を予想

できる児童も見受けられる。 

アルファベットは書く機会を増やしたり、高学年はテストの名前を英語記入にしたりすることによって、正

しい位置にアルファベットをかける児童が増えてきている。 

 

（２）課題 

 個々に発言をすることをためらう児童がまだまだ多い。また聞こえた言葉をカタカナに変換して理解しよ

うとするため、単語では理解できるが、文の一部にその単語が存在すると聞き取れない児童がいる。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中

学

年 

第

３

学

年 

・習得させたい単語の絵カー

ドに単語のスペルも記載す

ることで、視覚から記憶しつ

つ、反復練習できるようにす

る。 

･習得した表現方法を用いて、

会話する機会を増やす。 

・例文を用意し、一単語のみを

代入する反復練習をする。 

・英語を話すことへの不安を

取り除き、ミスを気にしない

発言環境をつくる。 

第

４

学

年 

・イントネーションを体得で

きるように、チャンツを通し

て記憶する。 

・発音・発話する量を多くす

る。 

・イラストや写真を用いて文

を理解する。 

・理解した文をベースに、表現

したい文をつくりあげる。 

・自分のことをＡＬＴへ伝え

る機会を増やし、ＡＬＴと話

す楽しさ、伝える楽しさを感

じられるようにする。 

高

学

年 

第

５

学

年 

・･アルファベットの書き方を

徹底させる。 

・フォニックスを通して単語

の読み方を予想できるよう

にする。 

・学習した内容が板書に残る

ようにすることで、活動の中

でいつでも再確認できるよ

うにする。 

・･簡単な表現を使って自分の

気持ちや考えを英語で書く

機会を設ける。また、相手に

伝えたい時の話し方、音量、

スピードを考えて指導する。 

 

・児童の身近な環境や意向を

取り入れ、英語で具体的に表

現しようと思う学習設定を

する。 

・児童はＡＬＴに確認しても

らいながら、学んだ表現を積

極的に発信できるようにす

る。 

第

６

学

年 

・チャンツやワークシートを 

利用して、フォニックスの基 

本を理解していく。 

・繰り返し発声による単語の 

記憶、パターン文の定着を図 

る。 

・中学英語を意識して、文の構 

成を視覚化し、振り返りシー 

トに残す。 

 

・習得した単語や文を個々に

合わせた表現に活用する。 

・表現したい内容が相手に伝

わるかどうか、ＡＬＴに聞い

てもらうことでアドバイス

をもらう。 

・グループごとの発表の場を

設けたり、ゲームを取り入れ

たりする。 

・ＡＬＴとのスモールトーク

やスピーキングテストを通

して発言のアドバイスをも

らい、自分の夢や考えを発信

できるようにする。 

 

 

 

 

外 国 語 科 
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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

 ・限られた校内環境の中ではあるが、アサガオやミニトマトなどの植物を育て，植物を大切にする心情が育ち観

察することができた。 

 ・学校探検は 2 年生が 1 年生を連れていった。１年生は学校内の場所や人への興味関心を高め、校内の身近な施

設について学ぶことができた。2 年生は、上級生としての役割が増えたことに気付き、自分たちにできること

は何かを考えて実践することができた。 

 ・まち探検は、保護者の協力も得て池上駅近くの施設やお店でインタビューをして児童の自発 

的な調べ学習を進めることができた。 

 ・大田区新教科「おおたの未来づくり科」に向けて素地を養う活動をピックアップし、高学年 

につながる指導計画を立てることができた。 

（２）課題 

 ・「おおたの未来づくり科」に向けての指導計画を立てることはできたが、そのことを意識し 

た授業展開を再考していくことが必要である。 

 ・地域には多くの施設・お店があるが、日常生活においての関わりが薄いと感じた。引き続き自分の学校地域へ

の愛着を育てていくことが必要である。 

 ・自分の成長を振り返り，見守られ愛情をもって育てられたことに気付くこと，感謝する気持 

ちをもつこと，今後の目標や希望をもてるような授業展開を再考していく必要がある。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

低

学

年 

第

１

学

年 

・多くの気付きをもたせるため

に、体験活動やタブレット端末

や図書を活用した調べ学習の

機会を取り入れる。 

・生きものを育て、観察をする活

動を通して、植物や虫などの身

近な生きものが変化し成長し

ていること、生命をもっている

ことやその大切さに気付かせ

るようにする。 

・ペア・グループ・全体での交流

を多く取り入れることで、友達

の考えや気付きを知り、自分の

考えを深めたり、自分の発表に

生かしたりできるようにする。 

・見つけたもの・こと・人・植物

の成長などについて、分かりや

すく伝えるために、言葉や絵、

文章などで表現する機会を増

やす。 

・よい気付きをしている児童を

取り上げて価値付け、学んだこ

とを他教科や生活に生かす。 

・よい気付きをしている児童を

積極的に紹介して価値づける。 

・観察などの視点を具体的な言

葉ではっきりと示し、気付きの

質を高める。 

・活動の振り返りを記録し、自分

自身の成長を実感することで

意欲的に取り組む態度を養う。 

第

２

学

年 

・一人一鉢の自分で選んだ野菜

の栽培活動を通して、成長の様

子を自発的に観察できるよう

にする。 

・学校のまわりの池上警察署や

池上図書館等の公共・まちの施

設見学を行い、人との関りを大

切にする姿勢を育てる。 

・タブレット端末や図書を活用

した調べ学習の機会を多く取

り入れ、自分で課題を解決する

力を育てる。 

・異学年との交流を多く設け、活

動の楽しさを味わうとともに、

自分の気付きを具体的に表現

する活動を通して、相手に分か

りやすく伝えられるように表

現力を高める。 

・小グループでの話し合いや発

表会など、友達と交流すること

を通して、相手の考えの良いと

ころを見つけたり、自分の考え

を深められたりするようにす

る。 

・相手に伝わりやすくするため

の、発表方法を工夫する。 

・活動の過程をきめ細かく見取

り、つぶやきや発言、思いを持

つことを称賛して価値付け、活

動カードに振り返りなどを記

録し、自分自身の成長を実感

し、意欲的に取り組む態度を養

う中で、「おおたの未来づくり

科」に向けた創造的な資質・能

力の素地を育成する。 

 

 

 

 

 

 

 

生 活 科 
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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

・表現と鑑賞の授業で、曲の特徴や良さを生かして、表現を工夫することに意欲をもつ児童が増えてきた。 

 ・リコーダーの学習で、曲の練習に入る前に、音階の練習や、簡単な旋律を吹く練習を取り入れたことで、

苦手意識を持つ児童が抵抗なく練習に取り組めるようになってきた。 

（２）課題 

 ・曲の特徴や良さを感じ取り、表現に生かしているが、曲の良さを具体的な言葉で表現することが苦手な児

童がいる。 

・歌唱、器楽の授業で、拍の流れに乗れず、周りの音と上手く合わせられない児童がいる。 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

低

学

年 

第

１

学

年 

・リズム感覚を身に付ける。その

ために、体や楽器を使ってリズ

ム打ちをする活動をたくさん

行い、リズム譜を読んでリズム

打ちができるようにする。様々

な楽器の音色の特徴を捉えて

演奏できるように活動時間を

十分に確保する。 

・身体を使って表現しながら、階

名の摸唱や暗唱に取り組む。音

の高さや拍の速さを感じ取り

ながら歌ったり演奏したりで

きるようにする。 

・曲想を考えて、曲想に合わせて

歌い方やリズムを工夫して歌

ったり演奏したりする。そのた

めに拍のまとまりや拍子の違

いを手拍子や楽器の演奏を通

して感じ取らせる。また、歌詞

やメロディーから曲のようす

を想像して音学的感性を磨く。 

・音楽に合わせて体を動かしな

がら歌ったり、友達の歌唱や演

奏を聴いたりする。 

・音楽を表現したり、楽器に親し

んで演奏したりする活動を多

く設定し、活動の時間を十分に

取る。 

・曲が表現している様子を想像

したり、体を動かしながら鑑賞

したりすることで、興味をもっ

て進んで学習に取り組むよう

にする。 

 

第

２

学

年 

・体でリズムを感じ取り、拍の流

れに乗って身体を使って表現

をしたり、簡単なリズムフレー

ズを作ったりすることができ

るようにする。 

・音の高低を感じ取りながら、歌

ったり演奏したりできるよう

に、身体を使って表現をした

り、階名のハンドサインをした

りしながら階名唱に親しめる

ようにする。 

・音楽を聴いたりボディーパー

カッションを取り入れたりす

るなどして、拍の流れを感じ取

り、音楽的な感性を磨く。 

・拍の流れや拍子の違いを感じ

取るために、指揮をする活動を

取り入れたり、友達とお手合わ

せをしたりして、拍子の特徴を

感じとれるようにする。 

 

 

・鑑賞や演奏の機会を増やし、表

現を豊かにし、想像力を広げ

る。 

・楽器に親しんで演奏する機会

を多く設け、練習の時間を十分

に確保して、興味を持って進ん

で学習に取り組む姿勢を育て

る。 

・校内で発表する機会を設け、目

標を設定させることで活動意

欲の向上を図る。 

 中 

 学 

 年 

・基礎的な奏法に時間をかけて

指導し、視覚支援や ICT等を活

用した指導をスモールステッ

プで設定し、基本の定着を図

る。 

・旋律の特徴を理解し、どのよう

にしたら特徴を生かした音色

になるのかを考え、取り組ませ

る。 

・授業内の発表の中で友達の表

現の工夫や良さに気付かせる。 

・曲の特徴や良さを適切な言葉

で表せるように具体的な言葉

を提示する。 

・めあてや、学習の流れを明確に

し、児童が見通しをもって学習

を進めていけるようにする。 

・楽器に親しんで演奏する活動

を多く設定し、練習の時間を十

分に取る。 

・校内で発表する機会を設け、目

標を設定させることで活動意

欲の向上を図る。 

 高 

 学 

 年 

・基礎的な奏法に時間をかけて

指導し、視覚支援や ICT等を活

用した指導をスモールステッ

プで設定し、基本の定着を図

る。 

・音の重なりや響きを中心に、そ

の特徴と音楽の要素を結びつ

けられるようにする。 

・授業内の発表の中で友達の工

夫や表現のよさに気付かせる。 

・知覚したことと感受したこと

との関わりを考えさせる。 

・音楽の特徴や感じを表すこと

ばの中から自分で要素を選択

した上で、演奏の工夫を考えさ

せるようにする。 

・学習の流れを明確にし、見通し

をもって学習できるようにす

る。 

・楽器に親しんで演奏する活動

を多く設定し、練習の時間を十

分に取る。 

・校内で発表する機会を設け、目

標を設定させることで活動意

欲の向上を図る。 

音 楽 科 
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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

・様々な材料や用具を経験する機会を増やしたことで、それまでの学習を生かして新しい表現を生み出そう

という姿勢が見られた。 

・ＩＣＴを活用して、自分の作品について記録を残したり、まとめたりすることで、お互いの頑張りを振り

返ることができ、表現活動に進んで取り組むきっかけにつながった。 

（２）課題 

・題材によって、児童により得意、不得意があるので、活動時の意欲に差が出てしまうことがある。苦手な

題材に対しても主体的に臨むことができる場を増やしたい。 

 ・高学年に上がるにつれ、自分の表現や作品に自信を持つことが難しく、表現への意欲の低下や発想を広げ

ることが苦手と感じている児童が見られる。 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

低

学

年 

第

１

学

年 

・材料や道具に触れる時間を十

分に確保することで、材料や道

具の特徴をよく知り、扱い方や

使い方に慣れるようにする。 

・児童が手や体全体の感覚を使

って対象や事象を捉えられる

ような題材を設定する。 

・鑑賞の際には、事前に視点を提

示することで、作品のよさや工

夫を共有しやすくする。 

・身近な生活経験を想起できる

ような題材を設定したり、友達

の作品の鑑賞をしたりするこ

とで、自分の見方や感じ方を広

げられるようにする。 

・よりよい作品に仕上げようと

する態度を育てるために、ＩＣ

Ｔ等を活用して作品のよさや

工夫を共有する。 

・教師が積極的に助言や価値付

けを行うことで、児童同士が互

いによさに気付いたり、を認め

合ったりできるようにする。 

第

２

学

年 

・身近な材料や用具に十分に慣

れさせ正しい使い方を知り、表

現するときに生かせるように

場面を設定する。 

 

・友達の作品や表現活動を見る

ときに、視点をいくつか提示し

たりＩＣＴ等を活用したりし

て作品のよさや工夫を共有し

やすくする。 

 

・今までの経験を活かし、活動に

応じて材料や用具の使い方を

考えさせ、活動全体を工夫でき

るようにする。 

・材料をいくつか用意をして、形

や色を比べたり選んだりする

ことで楽しんで作品を作ろう

とする態度を養う。 

 中 

 学 

 年 

・様々な材料や用具を経験する

ことのできる題材、場の設定を

する。また、材料や用具の正し

い使い方について安全に用具

が使えるようしっかりと指導

し、児童が表したいことに合わ

せて工夫して活用できるよう

にしていく。 

・導入時の資料掲示や対話、机間

指導における発想のよさを認

める声かけをすると共に、いく

つかの参考資料をみせるなど、

児童が発想を自由に広げやす

い場を提供する。 

・ＩＣＴの活用や机の配置など

を工夫し、互いの作品を鑑賞し

あえる機会を増やし、児童が自

分の見方や感じ方を広げるこ

とができるように促す。 

・導入時に教師と児童、児童同士

の対話、写真などの資料の提示

を行い、進んで活動に取り組も

うとする態度を育む。 

・机間指導において、児童の発想

や表現のよさを認める声かけ

を行い、作品のよさや工夫を共

有する。 

 

 高 

 学 

 年 

・様々な材料を試すことができ

る場の設定をする。また、これ

まで学んだ、材料や用具の正し

い使い方について復習すると

共に新しい題材についても児

童が表したいことに合わせて

工夫して活用できるように確

実な指導を行う。 

・導入時の資料掲示や対話、机間

指導における発想のよさを認

める声がけをすると共に、いく

つかの参考資料をみせるなど

児童が発想を自由に広げやす

い場を提供する。 

・ＩＣＴの活用や机の配置など

を工夫し、互いの作品などを自

然に鑑賞しあえる機会を増や

し、児童が自分の見方や感じ方

を深めると共に他の児童の作

品の良さを理解できるように

する。 

・教師と児童、児童同士の対話、

写真などの資料によって、また

は必要に応じてＩＣＴを使い

授業の導入を行う、主体的に活

動に取り組もうとする態度を

育む。 

・机間指導において、児童の発想

や表現のよさを認める声がけ

をする。 

図 画 工 作 科 
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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

・ 調理実習（規定の調理とおやつ作り）やソーイングの実習（５年生ランチョンマット、６年生リバーシ

ブルエコバッグ）、６年生は卒業前のぞうきん製作、「お金の力」のカードゲームを用いた金融経済教育

プログラムなど、実習を多く取り入れることで、児童の意欲・関心を高めることができた。 

・ ソーイングの実習では、作業が進まない・難しい児童は教卓で個別指導を受けられるようにすることで、

器用さによる進度や意欲の差を解消し、安心して課題に取り組み、「できるようになった」という達成感

を得る児童がみられた。 

・ ＩＣＴ（オクリンクプラスのシート）を用いた課題提出と発表を取り入れ、ＩＣＴの資料作成のスキル

アップとともに、児童の様々な考えを共有した。 

・ 細かな手作業や詳しい情報はインターネットの動画を活用し、理解を促すことができた。 

（２）課題 

・ ソーイングの実習では、児童によって進捗状況に差ができてしまい、授業中に課題が終わらなかった児

童は補習を行った。また、教卓での個別指導を受けたがらない（前に行くことができない）児童が少人

数みられた。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

 

高 

 

学 

 

年 

・実習では、調理やソーイングの作

業手順を児童と共に確認し、ホ

ワイトボードに示し、児童が安

全に安心して実習に取り組める

ようにする。 

・ソーイングの実習では、当日の課

題を明確にし、丁寧にひとつひ

とつの技術を重ねていく。 

・苦手なことができるようになっ

たという達成感を持てるよう、

必要に応じた個別指導を組み合

わせる。 

・実習後には振り返りの時間を設

定し、児童の率直な感想や反省

を引き出す。 

 

・学習ノートに加え、オクリンクプ

ラスシートの課題を用いて、児

童の学びを個別に確認する。 

 

・ソーイング実習では、基本的な技

術に加えて、創意工夫が可能な

題材を用いる。 

・授業のはじめに授業の流れ、今後

の予定を伝え、児童が計画をも

って安心して課題に取り組める

よう促す。 

・課題が苦手な場合には教卓での

個別指導がいつでも受けられる

ことを伝え、必要と思われる児

童に声掛けを行う。 

・家庭科での学びを家庭で生かす

よう常に声掛けを行い、家族の

役に立てる気持ち、主体的な取

り組みにつなげる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家 庭 科 
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１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１）成果 

 ・体育の用具の更新や整備を進めたことにより、児童一人ひとりが十分に活動できる環境が整い、より意欲

的に運動に取り組む姿が見られた。 

 ・良い動きをしている児童や運動の工夫・考えを紹介する時間（シェアリング）を毎時間取ったり、ＩＣＴ

を活用したりすることによって、互いに動きや技のポイントを見合い、学びの質や運動技能の向上につな

がった。 

 ・休み時間に屋上遊びの割り当てをしたことにより、児童が日常的に体を動かす機会が増えた。 

（２）課題 

 ・昨年度に引き続き、スポーツテストの結果で、持久力、投力が全国平均を下回っている。体育朝会等でボ

ールを投げる機会を増やしたり、持久走大会に向けて全校で朝の時間や休み時間に取り組む時間を増やし

たりすることが必要である。 

 ・スポーツテストの結果で、「体力・運動能力の向上について、自分なりの目標を立てていない」と答えた

児童が、昨年度より増えた。目標設定の意義を児童自身が実感できるよう、技能の発達段階や基準を示し

ていく。 

 ・体育の学習時において、服装や身だしなみが整っていない児童が一定数おり、安全面に課題が見られる。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

低

学

年 

第

１

学

年 

・誰もが楽しみながら基本的な

動きを身に付けさせるため

に、わかりやすいルールを示

し、複数の場を設定すること

で、様々な運動を繰り返し経

験をさせる。 

・児童同士での教え合いや協力

する時間を授業の中で取り

入れて、良い動きを共有し、

動きの幅を広げる。 

・自己に合った遊びの選択がで

きるように、遊びの場を複数

用意する。 

・集団で仲良く運動ができるよ

うに肯定的な言葉がけを行

う。 

・全員が楽しみ、達成感を味わ

うために、誰もが楽しめるル

ールを工夫したり、ゲーム性

を持たせたり、遊びの要素を

取り入れる。 

・きまりを守って誰とでも仲良

く活動する良さを味わわせ、

意欲的に運動遊びに取り組

む姿勢を育てる。 

第

２

学

年 

・誰もが楽しめるようにルール

や場の設定を工夫し、一人一

人が達成感を味わえるよう

にする。 

・楽しみながら様々な運動経験

をさせ、基本的な動きを身に

付けるようにする。 

 

・児童の良い動きや工夫・考え

を共有する時間にできる範

囲でＩＣＴを活用しながら

取り入れ、良い動きを広めて

いく。 

・自己に適した運動の場を選ぶ

ことができるに、遊びの場を

複数用意する。 

・自分の動きを振り返ったり、

友達の動きと比較して考え

たりできるように学習カー

ドを作成する。 

・運動遊びにゲーム性を持た

せ、意欲的にいろいろな動き

が体験できるようにする。 

・誰とでも仲良く活動する楽し

さを味わわせ、すすんで運動

遊びに取り組む姿勢を育て

る。 

・協力して道具の準備をする時

間を設けることで、安全に気

を付けて道具の準備を行う

姿勢を育てる。 

 

中

学

年 

第

３

学

年 

・基本的な動きや運動の型を正

しく理解できるよう、動きの

ポイントを学習カードに示

す。 

・動きを見合う際、思考の手が

かりになる、動きのポイント

を掲示する。 

・タブレットで自分の動画を撮

り、確認することで課題を解

決できるようにする。 

・きまりを意識し、守ることの

意味を理解して取り組むこ

とができるように、自分たち

できまりを考える時間を取

る。 

・見通しをもって学習に取り組

むことができるように、学習

の流れを把握させる。 

 

 

体 育 科 
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  知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

中

学

年 

第

４

学

年 

・個人のめあてを設定すること

で、高めたい技能を意識させ

る。 

・簡単な体の動かし方を準備体

操後に取り入れる等をして、

正しい体の使い方を身に付

けるようにする。 

・動きのポイントが分かり、さ

らに楽しく運動ができるル

ール等を考えさせる。 

・互いに見合ったりアドバイス

したりする時間を設けるこ

とで、運動のポイントを意識

できるようにする。 

・ペアやトリオ学習を取り入

れ、自分だけでなく、他者の

取り組みについても考えら

れるようにする。 

・最後まで粘り強く取り組む中

で、達成感を得たり、課題の

解決に取り組む意味や自己

肯定感を高められるような

言葉かけをする。 

・ワークシートなどを準備し、

学習の見通しがもてるよう

にする。 

高

学

年 

第

５

学

年 

・児童が自らの動きを友達と見

合ったりＩＣＴを活用した

りすることで俯瞰して見る

ことを通して、高めたい技能

を主体的に高めることがで

きるようにする。そのため

に、場の設定や補助の方法、

資料を配布したり、ＩＣＴ機

器を活用したりする。 

・ワークシートを活用し、振り

返りの時間を十分に確保す

るなど、自己の技を見直す場

面を設定し、技のクオリティ

を高めていく。 

・友達と交流することで、自らの

考えを伝えたり、アドバイスを

もらったりと協働して学習に

取り組むように同じめあてや

課題をもった児童など意図的

に、グルーピングをして交流の

時間を十分に設定する。そのた

めにも、掲示物や資料を用意し

たり、ＩＣＴ機器を効果的に活

用したりしていく。 

・一人一人の習熟度にあった場

の設定をしていき、工夫し考え

ながら取り組めるようにする。 

・振り返りの時間を十分に取る

ことで、次時のめあてを充実

させ、自らの学習を俯瞰して

見ることができるようにす

る。 

・ルールやきまりを明確に示

し、安心して学習に取り組む

ことができるようにする。ル

ールを工夫することで、運動

が苦手な児童も積極的に取

り組むようにする。 

・グループやペアで取り組める

場を多く設定し、仲間同士で

アドバイスを出し合うなど、

話し合いながら学習に取り

組めるようにする。 

第

６

学

年 

・1単位時間でのめあてを明確

に示し、知識・技能の習得に

向き合える学習展開を行う。 

・課題解決の時間を十分に確保

し、課題別、スモールステッ

プで知識・技能が高められる

ような場を設定する。 

・学習カードを活用し、自身の

学びや課題を振り返るとと

もに、技カードを活用するこ

とで、ポイントをいつでも見

ることができるようにする。 

・ワークシートやＩＣＴ機器を

活用し、自分の課題と向き合

ったり、友達の良いところを

見付けたりすることができ

るようにする。 

・技のポイントが示された資料

を用意し、児童が自分自身で

確認できるようにする。 

・チームや同一課題をもつグル

ープを設定し、課題解決に取

り組むことができるような

授業を展開する。また、それ

ぞれの課題にあった場を提

示・設定する。 

・見通しをもって学習に取り組

むことができるように、授業

のはじめに学習の流れを伝

える。 

・ルールを自分たちで工夫した

りきまりを明確に提示した

りすることで体育が苦手な

児童も安心して学習に取り

組むことができるようにす

る。 

・映像資料を用い、競技の特性

を理解する場面を設け、主体

的に学習に取り組むことが

できるようにする。 

 

 

 

 


